
社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和元年12月1日発行

 2P 石川県社会福祉大会／
  ［春まちぽかぽかプロジェクト］フォト・作文を募集します！
 3P 白寿会館紹介／絵本カフェ開催／
  全国民生委員児童委員連合会会長表彰受賞
 4P ヒント探し講座【入門編・実践編】閉講
 5P 地域福祉委員会特集／会員会費御礼・報告
 6P 相談日のお知らせ／これからの予定／
  寄付御礼／新規職員紹介
 7～8P 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

　7月7日（日）、根上総合文化会館円形ホールにおいて、“第15
回能美市ふれあい福祉交流会”が行われました。地域で暮らす
方々がハンディキャップの有無に関わらず、レクリエーションや
スポーツを通して、ふれあいを感じながら交流をする場として

毎年実施しています。当日は会話を楽し
み、お互いに理解しながら、絆をつなぐ
ことができました。ご参加いただきまし
た各種団体、事業所の皆様、ご寄付を
いただきました能美ロータリークラブ様
に御礼申し上げますとともに、ボランテ
ィアのご協力に感謝いたします。

実行委員長　荒田 正信

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。

目次

視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第58号
ボランティアは、地域に暮らす一員として、できることをできるだけ行ないたいものです！
こちらからは能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

通称：「ボランティアセンター」だより
こちら側からの２ページは、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ ファミリー・サポート・センター （☎ 0761－58－6230　FAX 0761－58－6250）
◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://nomi-vc.net

災害ボランティアセンター運営　研修会
～体制整備と立ち上げ運営訓練　職員及び関係者向け研修会～報告

最新ボランティア登録数（R1.11.1 現在）3,710人（個人も含め）99グループ

【9/19・10/17・11/5・11/16 全4回】

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

共同募金運動にご協力をお願いします！！共同募金運動にご協力をお願いします！！
赤い羽根共同募金運動 実施期間 10 月 1日～ 12月 31日まで
地域歳末たすけあい運動 実施期間 12 月 1日～ 12月 31日まで

　【赤い羽根共同募金運動】が、10月1日から全国一斉にスタ
ートしています。共同募金のメインテーマは『じぶんの町をよく
するしくみ』です。また、12月1日か
ら31日までの期間、【地域歳末た
すけあい運動】が展開されます。
新たな年を迎える年末の時期に、
誰もが孤立することなく、安心し
て暮らすことができる福祉のまち
づくりへの幅広い理解と参加を図
るものです。皆様のご理解と、ご
協力をお願いいたします。

　災害時に市の要請を受けて社会福祉協議会が立ち上げる災害ボランティアセンターの役割や運営のポイントについて、職
員及び能美市民防災ネットワークの委員が研修を行いました。
　災害ボランティアセンターは、被災者からのニーズに応じて、集まったボランティアが効率的に活動できるように、①被災地
でのニーズの把握、②ボランティアの受け入れ、③ボランティア活動のコーディネートや
取りまとめなどを行います。
　研修は、市防災計画の読み合わせから始まり、運営体制や運営マニュアル等の
確認を行い、最終回の11月16日（土）には、一般社団法人石川県災害ボランティア
協会の協力を得て、実際の災害ボランティアセンター運営のシュミレーション訓練を
行いました。
　訓練では、運営をスムーズに行うためにも平常時からの職員間および関係機関と
の連携の大切さと、社協だからできる支援の在り方について確認しました。

　全国各地で台風や豪雨による自然災害が頻繁に発生し、ボランティアによる活動が、被災地の復旧・復興の大きな力と
なっています！
　被災地支援のボランティア活動は、支援を求める方々のニーズと支援をしたいという多くの皆さんの熱い思いがつながるも
のです。この互いの思いがすれ違うことがないよう、ボランティア活動を希望される方は、特に次の点にご留意ください。

★ 災害ボランティア活動を希望されるみなさんへ ★

●十分な準備
災害によって活動時に
必要な服装が違います
ので、十分な準備をお
願いします。飲料水や
食事、宿泊は自分で用
意します。

●正しい情報入手
被災地の状況や道路状況
等については、事前に的確
な情報を入手してください。

●支援物資は必要
支援物資は、現地で必要と
されている場合のみ送付し
てください。

●ボランティア保険
被災地入りする前に、地元
の社会福祉協議会で加入
してください。

●識別できる服装
ボランティア活動中である
ことが識別できるようにす
ることが大切です。

●募金の大切な支援
被災地で活動
するだけでな
く、募金も大切
な支援の一つ
となります。

̶ 水害時の参考例 ̶
「水害ボランティア作業マニュアル」
（日本財団、レスキューストックヤード発行）

社会福祉法人 全国社会福祉協議会　
地域福祉部／全国ボランティア・市民活動振興センター
ホームページより

ありがとう

助成を受けています
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吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
地
域
の
方
々
に
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者
福
祉

施
設
や
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
で
演
奏
を
披
露
し

ふ
れ
あ
い
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　7月7日（日）、根上総合文化会館円形ホールにおいて、“第15
回能美市ふれあい福祉交流会”が行われました。地域で暮らす
方々がハンディキャップの有無に関わらず、レクリエーションや
スポーツを通して、ふれあいを感じながら交流をする場として

毎年実施しています。当日は会話を楽し
み、お互いに理解しながら、絆をつなぐ
ことができました。ご参加いただきまし
た各種団体、事業所の皆様、ご寄付を
いただきました能美ロータリークラブ様
に御礼申し上げますとともに、ボランテ
ィアのご協力に感謝いたします。

実行委員長　荒田 正信

　山本多津子さん（山田町）が、令和元年度全国民生委員児童委
員連合会会長表彰『永年勤続民生委員児童委員功労者表彰』を
受賞しました。この賞は、民生委員児童委員協議会の活動に永年
尽力している個人の功績と努力を顕彰するものです。山本さんは、
能美市民生委員児童委員協議会会長等を努められる等、長きにわ
たり民生委員・児童委員活動に尽力されました。
（※10月17～18日、全国民生委員児童委員大会『福島大会』の席上にて
表彰予定でしたが、大会は台風の影響により、中止となりました。）

　
10
月
29
日
、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
約
６
０
０

名
参
加
の
も
と
、
第
68
回
石
川
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
５
８
３
名
58
団
体
に
対
し
、
社
会
福
祉
功
労
者
等
知
事
表
彰
、
並
び

に
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
能
美
市
関
係
の
被
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
68
回 

石
川
県
社
会
福
祉
大
会 

開
催

「歌謡舞踊ショー」の様子

落語の月亭方気氏による「笑って脳トレ」の様子

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰 

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
従
事
者（
２
名
）

一
丸
　
直
人
（
社
会
福
祉
法
人 

喜
峰
会
）

い
ち
ま
る

な
お
と

社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員
等（
１
名
）

宇
野
　
賢
三
（
能
美
市
遺
族
会
）

う
の

け
ん
ぞ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者・活
動
団
体（
３
団
体
）

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ 

ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ

　
　
　
（
代
表
：
河
合 

裕
利
子
　
会
員
数
：
10
名
）

こ
の
は

う
ぃ
ん
ず

　
マ
ジ
ッ
ク
好
き
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
毎
月

の
定
例
会
で
練
習
を
重
ね
、
市
内
保
育
園
や
い
き

い
き
サ
ロ
ン
等
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

能
美
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　
　
　
（
代
表
：
南
野 

康
男
　
会
員
数
：
19
名
）

の
み

き
ょ
う
し
つ

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
て

い
く
た
め
、
市
内
３
地
区
で
介
護
保
険
に
か
か
る

以
前
の
方
を
対
象
に
、
毎
週
１
回
ず
つ
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

ほ
が
ら
か
会

　
　
　
（
代
表
：
栗
山 

よ
し
み
　
会
員
数
：
32
名
）

か
い

森
　
恵
美
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
作
業
所
連
合
）

も
り

え
み
こ

ご存知ですか？老人福祉センター

　「
白
寿
会
館
」は
、大
浜
町
の「
能
美
市
立
病
院
」に
隣
接
し
た
場
所
に
あ
り
ま

す
。能
美
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
が
利
用
で
き
る
高
齢
者
施
設
で「
い
き
い
き
パ
ス

ポ
ー
ト
」を
お
持
ち
の
方
な
ら
、入
浴
施
設
は「
１
回
１
０
０
円
」で
利
用
で
き
ま
す
。

館
内
に
は
、機
能
回
復
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
や
カ
ラ
オ
ケ
機
器
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、無

料
で
使
用
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
、６
月
に
根
上
歌
謡
会
に
よ
る「
歌
謡
舞
踊
シ
ョ
ー
」、９
月
に
能
美
市
の「
い
き
い

き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の一環
と
し
て
、お
笑
い
ス
テ
ー
ジ「
笑
って
脳
ト
レ
」も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
館
は
本
年
12
月
で
、リ
ニュ
ー
ア
ル
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
に
感
謝
し
て
12

月
１
日（
日
）に
は
、清
水
舞
踊
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る「
子
供
達
の
バ
レ
エ
公
演
」・根
上
歌
謡
会
に

よ
る「
歌
謡
舞
踊
シ
ョ
ー
」・当
館
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
各
種
教
室
受
講
生
に
よ
る

作
品
展
を
開
催
予
定
で
す
。「
い
き
い
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
方
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

能美市社会福祉協議会 伴場会長より
表彰の伝達を受ける山本さん

〝
能
美
ぽ
か
ぽ
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〞

　
　
　人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

〜
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
に
よ
る
楽
し
い
笑
顔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
が
ホ
ッ
と
す
る
一
コ
マ
を
写
し
た
も
の
〜

〝
能
美
た
す
か
っ
た
わ
〜
大
賞
〞

　
　
　
　
　〜
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
♡
♥
〜

〝
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
た
す
か
っ
た
〜
、
う
れ
し
〜
か
っ
た
話
〞

◆
題
　
　材 

人
物
・
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流

◆
応
募
作
品 

作
品
は
１
人
２
点
以
内
で
、
自
作
、
未
発
表
、
未
加
工
の
も
の
に
限
る
。

◆
応
募
資
格 

能
美
市
内
に
居
住
。
又
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
。

◆
応
募
方
法 

パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ホ
の
メ
ー
ル
で
応
募
。 

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：nom

i@
nom

i-shakyo.jp

タ
イ
ト
ル
は「
能
美
ぽ
か
ぽ
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」と
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
に
必
要
事

項
①
〜
⑤
を
記
載
し
、
作
品
を
添
付
。①
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、②
住
所
、③
電
話
番
号
、④

勤
務
先
・
学
校
名
、⑤
作
品
タ
イ
ト
ル

（
注
）作
品
の
推
奨
サ
イ
ズ
は
３
Ｍ
Ｂ
〜
４
Ｍ
Ｂ
。
サ
イ
ズ
が
５
Ｍ
Ｂ
を
超
え
る
場
合
、
大
容
量
フ
ァ
イ

ル
転
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
。

郵
送
ま
た
は
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
お
届
け
い
た
だ
く
場
合
は
、
作
品
を
保
存
し
た
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や
Ｃ
Ｄ
記
録
媒
体
と
必
要
事
項
を
記
載
し
た
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
能
美
市
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
。（
注
）郵
送
の
場
合
、
記
録
媒
体
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
期
間 

令
和
元
年
12
月
２
日（
月
）〜
令
和
２
年
２
月
14
日（
金
）必
着

◆
宛
　
　先  

〒
９
２
３-

１
１
２
１
　
能
美
市
寺
井
町
た
８
番
地
１（
能
美
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階
）

 

社
会
福
祉
法
人
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
　「
能
美
ぽ
か
ぽ
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」宛

◆
審
査・表
彰

　
住
民
同
士
が
互
い
の
存
在
を
大
切
に
思
っ
た
り
、
地
域
の
中
で
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
す
る「
お
互

い
さ
ま
」の
行
動
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
い
た
１
０
０
文
字
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
期
間
　
令
和
２
年
２
月
３
日（
月
）〜
令
和
２
年
２
月
14
日（
金
）必
着

（
１
）審
査
　
選
考
委
員
会
に
て
、
入
賞（
ぽ
か
ぽ
か
賞（
最
優
秀
）１
点
、

あ
っ
た
か
賞（
優
秀
）２
点
）を
選
定
。

（
２
）表
彰
表
彰
式
は
、
令
和
２
年
３
月
１
日（
日
）13
時
30
分
〜
春
ま
ち
ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の「
地
域
福
祉
の
つ
ど
い
」の
席
上
で
、
寺
井
地
区
公
民
館
に
て
行
い
ま
す
。

（
３
）副
賞
　
ぽ
か
ぽ
か
賞（
１
点
）あ
っ
た
か
賞（
２
点
）、
そ
れ
ぞ
れ
２
千
円
相
当
の
食
事
券
。

※

い
ず
れ
も
応
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
に
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
令
和
元
年
度 

春
ま
ち
ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

協
賛
事
業
】

撮ってすぐに
送れます！！

能
美
市
大
浜
町
ノ
35
番
地
１
　
☎
５
５-

３
１
４
９

入
浴
時
間 

10
時
〜
16
時

定
休
日 

毎
週
火
曜
日
、土
曜
日
、年
末
年
始

入
浴
料
金 

１
回
１
０
０
円（
お
得
な
回
数
券
有
り
）

駐
車
場 

ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス
で
14
台

問合せ

前回は亀齢荘を
紹介しましたが、
今回は根上地区
にある白寿会館
をご紹介します。

支援物資は、現地で必要とされている場
合のみ送付してください。

全国民生委員児童委員
連合会会長表彰受賞

日　時 ： 令和元年12月21日（土）
　　　　午前10時～午後2時
場　所 ： ふれあいプラザ
　　　　（能美市寺井町た８番地１）
★赤ちゃんから
　お年寄りの方まで、
　どなたでもお越し頂けます。
★11時～、ミニコンサート
　どうぞ、お楽しみに♪
★ 飲み物、100円～（クッキー付）

★赤ちゃんから
　お年寄りの方まで、
　どなたでもお越し頂けます。
★11時～、ミニコンサート
　どうぞ、お楽しみに♪
★ 飲み物、100円～（クッキー付）

受賞
おめでとう

   ございます。
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能
美
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー  

白
寿
会
館

能
美
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー  

白
寿
会
館

　
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
地
域
の
方
々
に
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者
福
祉

施
設
や
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
で
演
奏
を
披
露
し

ふ
れ
あ
い
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　7月7日（日）、根上総合文化会館円形ホールにおいて、“第15
回能美市ふれあい福祉交流会”が行われました。地域で暮らす
方々がハンディキャップの有無に関わらず、レクリエーションや
スポーツを通して、ふれあいを感じながら交流をする場として

毎年実施しています。当日は会話を楽し
み、お互いに理解しながら、絆をつなぐ
ことができました。ご参加いただきまし
た各種団体、事業所の皆様、ご寄付を
いただきました能美ロータリークラブ様
に御礼申し上げますとともに、ボランテ
ィアのご協力に感謝いたします。

実行委員長　荒田 正信

　山本多津子さん（山田町）が、令和元年度全国民生委員児童委
員連合会会長表彰『永年勤続民生委員児童委員功労者表彰』を
受賞しました。この賞は、民生委員児童委員協議会の活動に永年
尽力している個人の功績と努力を顕彰するものです。山本さんは、
能美市民生委員児童委員協議会会長等を努められる等、長きにわ
たり民生委員・児童委員活動に尽力されました。
（※10月17～18日、全国民生委員児童委員大会『福島大会』の席上にて
表彰予定でしたが、大会は台風の影響により、中止となりました。）

　
10
月
29
日
、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
約
６
０
０

名
参
加
の
も
と
、
第
68
回
石
川
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
５
８
３
名
58
団
体
に
対
し
、
社
会
福
祉
功
労
者
等
知
事
表
彰
、
並
び

に
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
能
美
市
関
係
の
被
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
68
回 

石
川
県
社
会
福
祉
大
会 

開
催

「歌謡舞踊ショー」の様子

落語の月亭方気氏による「笑って脳トレ」の様子

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰 

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
従
事
者（
２
名
）

一
丸
　
直
人
（
社
会
福
祉
法
人 

喜
峰
会
）

い
ち
ま
る

な
お
と

社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員
等（
１
名
）

宇
野
　
賢
三
（
能
美
市
遺
族
会
）

う
の

け
ん
ぞ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者・活
動
団
体（
３
団
体
）

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ 

ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ

　
　
　
（
代
表
：
河
合 

裕
利
子
　
会
員
数
：
10
名
）

こ
の
は

う
ぃ
ん
ず

　
マ
ジ
ッ
ク
好
き
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
毎
月

の
定
例
会
で
練
習
を
重
ね
、
市
内
保
育
園
や
い
き

い
き
サ
ロ
ン
等
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

能
美
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　
　
　
（
代
表
：
南
野 

康
男
　
会
員
数
：
19
名
）

の
み

き
ょ
う
し
つ

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
て

い
く
た
め
、
市
内
３
地
区
で
介
護
保
険
に
か
か
る

以
前
の
方
を
対
象
に
、
毎
週
１
回
ず
つ
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

ほ
が
ら
か
会

　
　
　
（
代
表
：
栗
山 

よ
し
み
　
会
員
数
：
32
名
）

か
い

森
　
恵
美
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
作
業
所
連
合
）

も
り

え
み
こ

ご存知ですか？老人福祉センター

　「
白
寿
会
館
」は
、大
浜
町
の「
能
美
市
立
病
院
」に
隣
接
し
た
場
所
に
あ
り
ま

す
。能
美
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
が
利
用
で
き
る
高
齢
者
施
設
で「
い
き
い
き
パ
ス

ポ
ー
ト
」を
お
持
ち
の
方
な
ら
、入
浴
施
設
は「
１
回
１
０
０
円
」で
利
用
で
き
ま
す
。

館
内
に
は
、機
能
回
復
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
や
カ
ラ
オ
ケ
機
器
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、無

料
で
使
用
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
、６
月
に
根
上
歌
謡
会
に
よ
る「
歌
謡
舞
踊
シ
ョ
ー
」、９
月
に
能
美
市
の「
い
き
い

き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の一環
と
し
て
、お
笑
い
ス
テ
ー
ジ「
笑
って
脳
ト
レ
」も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
館
は
本
年
12
月
で
、リ
ニュ
ー
ア
ル
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
に
感
謝
し
て
12

月
１
日（
日
）に
は
、清
水
舞
踊
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る「
子
供
達
の
バ
レ
エ
公
演
」・根
上
歌
謡
会
に

よ
る「
歌
謡
舞
踊
シ
ョ
ー
」・当
館
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
各
種
教
室
受
講
生
に
よ
る

作
品
展
を
開
催
予
定
で
す
。「
い
き
い
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
方
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

能美市社会福祉協議会 伴場会長より
表彰の伝達を受ける山本さん

〝
能
美
ぽ
か
ぽ
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〞

　
　
　人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

〜
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
に
よ
る
楽
し
い
笑
顔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
が
ホ
ッ
と
す
る
一
コ
マ
を
写
し
た
も
の
〜

〝
能
美
た
す
か
っ
た
わ
〜
大
賞
〞

　
　
　
　
　〜
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
♡
♥
〜

〝
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
た
す
か
っ
た
〜
、
う
れ
し
〜
か
っ
た
話
〞

◆
題
　
　材 

人
物
・
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流

◆
応
募
作
品 

作
品
は
１
人
２
点
以
内
で
、
自
作
、
未
発
表
、
未
加
工
の
も
の
に
限
る
。

◆
応
募
資
格 

能
美
市
内
に
居
住
。
又
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
。

◆
応
募
方
法 

パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ホ
の
メ
ー
ル
で
応
募
。 

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：nom

i@
nom

i-shakyo.jp

タ
イ
ト
ル
は「
能
美
ぽ
か
ぽ
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」と
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
に
必
要
事

項
①
〜
⑤
を
記
載
し
、
作
品
を
添
付
。①
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、②
住
所
、③
電
話
番
号
、④

勤
務
先
・
学
校
名
、⑤
作
品
タ
イ
ト
ル

（
注
）作
品
の
推
奨
サ
イ
ズ
は
３
Ｍ
Ｂ
〜
４
Ｍ
Ｂ
。
サ
イ
ズ
が
５
Ｍ
Ｂ
を
超
え
る
場
合
、
大
容
量
フ
ァ
イ

ル
転
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
。

郵
送
ま
た
は
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
お
届
け
い
た
だ
く
場
合
は
、
作
品
を
保
存
し
た
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や
Ｃ
Ｄ
記
録
媒
体
と
必
要
事
項
を
記
載
し
た
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
能
美
市
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
。（
注
）郵
送
の
場
合
、
記
録
媒
体
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
期
間 

令
和
元
年
12
月
２
日（
月
）〜
令
和
２
年
２
月
14
日（
金
）必
着

◆
宛
　
　先  

〒
９
２
３-

１
１
２
１
　
能
美
市
寺
井
町
た
８
番
地
１（
能
美
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２
階
）

 

社
会
福
祉
法
人
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
　「
能
美
ぽ
か
ぽ
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」宛

◆
審
査・表
彰

　
住
民
同
士
が
互
い
の
存
在
を
大
切
に
思
っ
た
り
、
地
域
の
中
で
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
す
る「
お
互

い
さ
ま
」の
行
動
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
い
た
１
０
０
文
字
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
期
間
　
令
和
２
年
２
月
３
日（
月
）〜
令
和
２
年
２
月
14
日（
金
）必
着

（
１
）審
査
　
選
考
委
員
会
に
て
、
入
賞（
ぽ
か
ぽ
か
賞（
最
優
秀
）１
点
、

あ
っ
た
か
賞（
優
秀
）２
点
）を
選
定
。

（
２
）表
彰
表
彰
式
は
、
令
和
２
年
３
月
１
日（
日
）13
時
30
分
〜
春
ま
ち
ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の「
地
域
福
祉
の
つ
ど
い
」の
席
上
で
、
寺
井
地
区
公
民
館
に
て
行
い
ま
す
。

（
３
）副
賞
　
ぽ
か
ぽ
か
賞（
１
点
）あ
っ
た
か
賞（
２
点
）、
そ
れ
ぞ
れ
２
千
円
相
当
の
食
事
券
。

※

い
ず
れ
も
応
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
に
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
令
和
元
年
度 

春
ま
ち
ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

協
賛
事
業
】

撮ってすぐに
送れます！！

能
美
市
大
浜
町
ノ
35
番
地
１
　
☎
５
５-

３
１
４
９

入
浴
時
間 

10
時
〜
16
時

定
休
日 

毎
週
火
曜
日
、土
曜
日
、年
末
年
始

入
浴
料
金 

１
回
１
０
０
円（
お
得
な
回
数
券
有
り
）

駐
車
場 

ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス
で
14
台

問合せ

前回は亀齢荘を
紹介しましたが、
今回は根上地区
にある白寿会館
をご紹介します。

支援物資は、現地で必要とされている場
合のみ送付してください。

全国民生委員児童委員
連合会会長表彰受賞

日　時 ： 令和元年12月21日（土）
　　　　午前10時～午後2時
場　所 ： ふれあいプラザ
　　　　（能美市寺井町た８番地１）
★赤ちゃんから
　お年寄りの方まで、
　どなたでもお越し頂けます。
★11時～、ミニコンサート
　どうぞ、お楽しみに♪
★ 飲み物、100円～（クッキー付）

★赤ちゃんから
　お年寄りの方まで、
　どなたでもお越し頂けます。
★11時～、ミニコンサート
　どうぞ、お楽しみに♪
★ 飲み物、100円～（クッキー付）

受賞
おめでとう

   ございます。
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地
域
福
祉
委
員
会
活
動

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】（全
４
回
）閉
講

　
　
　
　
〜
修
了
者
27
名
が
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員
と
し
て
登
録
〜

　
７
月
18
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
、
【
入

門
編
】
は
、
全
４
回
の
講
座
を
修
了
し
10
月
25
日
に
閉
講
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は

地
域
福
祉
へ
の
理
解
や
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
の
知
識
及
び
各
町
会
・
町

内
会
で
の
実
践
を
進
め
る
も
の
で
す
。
地
域
で
活
動

さ
れ
て
い
る
福
祉
推
進
員
及
び
町
会
か
ら
の
推
薦
者

の
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
、
２
回

の
講
座
は
公
開
講
座
と
し
て
受
講
者
以
外
に
も
広
く

参
加
を
頂
き
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
講
座
修
了
者
27
名
は
「
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推

進
員
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
今
後
は
、
地
域
福
祉
委

員
会
活
動
の
推
進
役
と
し
て
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
修
了
さ
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

橋
本
博
人
・
佐
々
木
了
・
宮
本
邦
子（
西
任
田
町
）、寺
中
清
美
・ 

浅
江
な
お
み（
吉
原
町
）、 

川
端
正
一（
山
口
町
）、
真
鍋
孔
明（
大
長
野
町
）、
中
野
満
里
子
・
福
田
ゆ
き
子 （
佐
野

町
）、安
田
巌（
和
佐
谷
町
）、滝
本
龍
一（
岩
本
町
）、坂
谷
君
江 （
岩
内
町
）、 

平
出
和
美
・

大
滝
実
千
代
・
外
山
ひ
と
み（
倉
重
町
）、 

清
水
敏
人
・
喜
多
典
男 （
徳
久
町
）、紙
野
陽

子 （
金
剛
寺
町
）、村
西
信
行 （
坪
野
町
）、辻
本
展
子
・
東
野
由
美
子
・
山
下
学
・
前
戸

鎮
雄（
緑
が
丘
）、関
美
和
子
・
摂
田
和
枝
・
村
井
恵
美
・
細
野
由
美（
松
が
岡
）

※

地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】は
、平
成
21
年
度
に
開
催
以
来
、修
了
者（
地
域
福
祉

委
員
会
活
動
推
進
員
）は
10
月
25
日
現
在
で
３
３
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

　
　
　
　
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
実
践
編
】（全
３
回
）閉
講

　
ヒ
ン
ト
探
し
講
座
【
入
門
編
】
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
位
置
づ

け
さ
れ
、
９
月
９
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座

【
実
践
編
】
は
、
11
月
19
日
の
第
３
回
講
義
を
も
っ
て
閉
講
し
、
10
ヶ
所
の

地
域
福
祉
委
員
会
が
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
の
木
原
孝
久
所
長
を
お
迎
え
し
、
「
住
民
流
支

え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
の
手
法
を
基
に
、
住
民
同
士
で
地
域
の
課
題
に
気

づ
き
、
解
決
に
向
け
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
今
回
の
講
座
を
含
め
68
ヶ
所
の
地
域
福
祉
委
員
会
が
受
講

を
修
了
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
委
員
会
の
見
守
り
・
助
け
合
い
活
動
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

★
修
了
さ
れ
た
町（
内
）会

中
ノ
江
町
、
浜
開
発
町
、
寺
井
町
北
町
地
区
、
小
杉
町
、
莇
生
町
、
徳
久
町
、

上
清
水
町
、
北
市
町
、
坪
野
町
、
緑
が
丘
７
地
区
（
順
不
同
）

支え合い・助け合いの
大切さについて学びました。

地域福祉
委員会

特集!

寺
畠
町
地
域
福
祉
委
員
会

　
寺
畠
町
は
虚
空
蔵
山
の
麓
、里
山
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、近
く
に
は
和
気
小
学
校
、国
造
保
育

園
、国
造
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、こ
く
ぞ
う
里
山
公
園
交
流
館
等
が
在
り
ま
す
。ま
た
地
理
的
に
は
鍋

谷
川
と
舘
谷
川
の
合
流
点
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、大
雨
時
に
は
洪
水
に
な
る
危
険
性
と
谷
筋
に

点
在
す
る
住
居
が
多
く
、土
砂
災
害
の
危
険
性
が
在
る
地
域
で
す
。近
年
、百
年
に一度
の
災
害
が
日
本

各
地
で
起
こ
り
、そ
の
度
に
地
域
の
協
力
体
制
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
問
題
点
が
表
面
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

寺
畠
町
で
も
、町
内
で
三
日
間
し
の
げ
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
方
か
ら一歩
す
す
め
、一週
間
は
必
要
で
は

な
い
か
な
ど
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。い
ざ
と
い
う
時
に
は
、自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
行
動
も
必
要
で

す
が
、高
齢
化
も
が
進
む
町
内
で
は
、近
隣
住
民
に
よ
る
ま
ち
ぐ
る
み
の
見
守
り
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
地
域
福
祉
委
員
会
で
見
守
り
の
充
実
の
た
め
の
話
し
合
い
も
進
め
て
い
ま

す
。

　
現
在
、三
十
五
世
帯
百
人
少
し
の
町
で
す
が
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
自
家
野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
、ほ

と
ん
ど
の
高
齢
者
が
、公
民
館
の
清
掃・神
社
清
掃・川
刈
り・墓
地
林
道
清
掃
等
に
参
加
し
て
く
れ
る

な
ど
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。老

人
会
活
動
も
カ
ラ
オ
ケ
や
映
写
会
等
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、町
会
と
し
て
も
、民
生
委
員
児
童
委
員・福
祉
推
進
員・

健
康
づ
く
り
推
進
員・防
災
士
等
と
婦
人
会
が
連
携
し
て
、各
種

出
前
講
座
の
実
施
や
防
災
食
を
使
っ
た
試
食
会・い
き
い
き
サ
ロ

ン
等
を
行
な
って
い
ま
す
。ま
た
、町
内
に
在
る「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

花
し
ょ
う
ぶ
」の
行
事（
お
花
見
、運
動
会
等
）に
町
内
の
高
齢
者

が
参
加
し
た
り
、町
内
の
行
事（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、左
義
長
）に
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
が
参
加
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

小
さ
い
な
が
ら
も
互
い
を
思
い
や
る
温
か
な
地
域
で
あ
る
と
感
じ

ま
す
。町
内
の
多
様
な
行
事
に
参
加
し
交
流
す
る
こ
と
が
健
康
維

持
に
つ
な
が
って
い
る
と
同
時
に
、地
域
の
絆
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
を
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で

ほ
し
い
と
願
い
、今
年
か
ら「
寺
畠
の
未
来
を
考
え
る
若
者
の
会
」

を
結
成
し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

町
内
行
事
の
さ
ら
な
る
活
性
化
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和元年度 能美市社会福祉協議会 会員会費募集状況（令和元年11月15日現在）

正会員 個人会員 （1,000円） 900名 900,000　円
 組織・団体・法人会員 （5,000円） 84社 420,000　円
賛助会員 個人会員 （300円以上） 3,847名 1,975,500　円
 団体・企業会員 （3,000円以上） 242社 874,000　円
   合計 4,169,500　円

ありがとう
ございました !!

組織・団体・企業からの会費納入一覧（敬称略） ※ほほえみ57号の折込みチラシ記載以降の納入分（令和元年11月15日現在）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※引き続き12月31日まで受け付けます。ご協力お願いします。

正会員
根上地区　大浜町　　㈲カナン 大成町　　㈱石川金物／（社福）泰耀 浜開発町　㈲北國新聞根上南部販売所
　　　　　福岡町　　㈱オカザキ 山口町　　のみトラベル㈱
寺井地区　粟生町　　㈱髙木組 大長野町　㈱ヴァケーション能美支店 三道山町　開花亭
　　　　　東任田町　SSK管理システム㈱
辰口地区　上清水町　田中建設㈱ 緑が丘　　シィ・エス㈱
団　　体　能美市商工会

賛助会員
根上地区　五間堂町　　㈲角谷建設 　　　　　　下ノ江町　金田繊維㈱／㈱村　　　　　　　道林町　㈱コマツインターリンク
　　　　　中町　　　　星山染撚㈱／前多工業㈱／㈱マエダ自動車／㈲丸善商会／山本司法書士事務所
　　　　　浜開発町　　㈱関鉄工所／ニシダデンキ／法泉寺　　　　　山口町　㈱日本海開発／福井倉庫㈱根上営業所
　　　　　吉原釜屋町　積水樹脂㈱
寺井地区　粟生町　　　能美農業協同組合／㈱そうごう　　　　　泉台町　伴石材店　　　　　三道山町　福島歯科医院
　　　　　寺井町　　　岡田商会／㈲トリ井酒店 酒のジョニー店　　　　　　東任田町　シオムラ灯油サービス
辰口地区　岩内町　　　㈲谷田設備　　　　　　徳久町　　御菓子處たなか／㈱山本組　　　鍋谷町　　イシタ㈲／谷田木材
　　　　　三ツ口町　　㈲辰建　　　　　　　　宮竹町　　（農）木津農園／㈲手取鉄筋工業／㈱宮本酒造店
能美市外　金沢市　　　㈱石川コンピュータ・センター　　　 　　大阪府　住友三井オートサービス㈱
団　　体　粟生健康マージャンクラブ

地域のつながりを確認することができまし
た。 また、若い世代をまきこむ工夫も話し合
いました。 上清水町：石田町会長

マップづくりから地域の状況がわかり、ご近
所同士の助け合いが必要だと感じました。
 小杉町：杉本民生委員・児童委員
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地
域
福
祉
委
員
会
活
動

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】（全
４
回
）閉
講

　
　
　
　
〜
修
了
者
27
名
が
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員
と
し
て
登
録
〜

　
７
月
18
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
、
【
入

門
編
】
は
、
全
４
回
の
講
座
を
修
了
し
10
月
25
日
に
閉
講
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は

地
域
福
祉
へ
の
理
解
や
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
の
知
識
及
び
各
町
会
・
町

内
会
で
の
実
践
を
進
め
る
も
の
で
す
。
地
域
で
活
動

さ
れ
て
い
る
福
祉
推
進
員
及
び
町
会
か
ら
の
推
薦
者

の
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
、
２
回

の
講
座
は
公
開
講
座
と
し
て
受
講
者
以
外
に
も
広
く

参
加
を
頂
き
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
講
座
修
了
者
27
名
は
「
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推

進
員
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
今
後
は
、
地
域
福
祉
委

員
会
活
動
の
推
進
役
と
し
て
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
修
了
さ
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

橋
本
博
人
・
佐
々
木
了
・
宮
本
邦
子（
西
任
田
町
）、寺
中
清
美
・ 

浅
江
な
お
み（
吉
原
町
）、 

川
端
正
一（
山
口
町
）、
真
鍋
孔
明（
大
長
野
町
）、
中
野
満
里
子
・
福
田
ゆ
き
子 （
佐
野

町
）、安
田
巌（
和
佐
谷
町
）、滝
本
龍
一（
岩
本
町
）、坂
谷
君
江 （
岩
内
町
）、 

平
出
和
美
・

大
滝
実
千
代
・
外
山
ひ
と
み（
倉
重
町
）、 

清
水
敏
人
・
喜
多
典
男 （
徳
久
町
）、紙
野
陽

子 （
金
剛
寺
町
）、村
西
信
行 （
坪
野
町
）、辻
本
展
子
・
東
野
由
美
子
・
山
下
学
・
前
戸

鎮
雄（
緑
が
丘
）、関
美
和
子
・
摂
田
和
枝
・
村
井
恵
美
・
細
野
由
美（
松
が
岡
）

※

地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】は
、平
成
21
年
度
に
開
催
以
来
、修
了
者（
地
域
福
祉

委
員
会
活
動
推
進
員
）は
10
月
25
日
現
在
で
３
３
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

　
　
　
　
ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
実
践
編
】（全
３
回
）閉
講

　
ヒ
ン
ト
探
し
講
座
【
入
門
編
】
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
位
置
づ

け
さ
れ
、
９
月
９
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座

【
実
践
編
】
は
、
11
月
19
日
の
第
３
回
講
義
を
も
っ
て
閉
講
し
、
10
ヶ
所
の

地
域
福
祉
委
員
会
が
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
の
木
原
孝
久
所
長
を
お
迎
え
し
、
「
住
民
流
支

え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
の
手
法
を
基
に
、
住
民
同
士
で
地
域
の
課
題
に
気

づ
き
、
解
決
に
向
け
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
今
回
の
講
座
を
含
め
68
ヶ
所
の
地
域
福
祉
委
員
会
が
受
講

を
修
了
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
委
員
会
の
見
守
り
・
助
け
合
い
活
動
に
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

★
修
了
さ
れ
た
町（
内
）会

中
ノ
江
町
、
浜
開
発
町
、
寺
井
町
北
町
地
区
、
小
杉
町
、
莇
生
町
、
徳
久
町
、

上
清
水
町
、
北
市
町
、
坪
野
町
、
緑
が
丘
７
地
区
（
順
不
同
）

支え合い・助け合いの
大切さについて学びました。

地域福祉
委員会

特集!

寺
畠
町
地
域
福
祉
委
員
会

　
寺
畠
町
は
虚
空
蔵
山
の
麓
、里
山
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、近
く
に
は
和
気
小
学
校
、国
造
保
育

園
、国
造
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、こ
く
ぞ
う
里
山
公
園
交
流
館
等
が
在
り
ま
す
。ま
た
地
理
的
に
は
鍋

谷
川
と
舘
谷
川
の
合
流
点
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、大
雨
時
に
は
洪
水
に
な
る
危
険
性
と
谷
筋
に

点
在
す
る
住
居
が
多
く
、土
砂
災
害
の
危
険
性
が
在
る
地
域
で
す
。近
年
、百
年
に一度
の
災
害
が
日
本

各
地
で
起
こ
り
、そ
の
度
に
地
域
の
協
力
体
制
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
問
題
点
が
表
面
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

寺
畠
町
で
も
、町
内
で
三
日
間
し
の
げ
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
方
か
ら一歩
す
す
め
、一週
間
は
必
要
で
は

な
い
か
な
ど
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。い
ざ
と
い
う
時
に
は
、自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
行
動
も
必
要
で

す
が
、高
齢
化
も
が
進
む
町
内
で
は
、近
隣
住
民
に
よ
る
ま
ち
ぐ
る
み
の
見
守
り
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
地
域
福
祉
委
員
会
で
見
守
り
の
充
実
の
た
め
の
話
し
合
い
も
進
め
て
い
ま

す
。

　
現
在
、三
十
五
世
帯
百
人
少
し
の
町
で
す
が
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
自
家
野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
、ほ

と
ん
ど
の
高
齢
者
が
、公
民
館
の
清
掃・神
社
清
掃・川
刈
り・墓
地
林
道
清
掃
等
に
参
加
し
て
く
れ
る

な
ど
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。老

人
会
活
動
も
カ
ラ
オ
ケ
や
映
写
会
等
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、町
会
と
し
て
も
、民
生
委
員
児
童
委
員・福
祉
推
進
員・

健
康
づ
く
り
推
進
員・防
災
士
等
と
婦
人
会
が
連
携
し
て
、各
種

出
前
講
座
の
実
施
や
防
災
食
を
使
っ
た
試
食
会・い
き
い
き
サ
ロ

ン
等
を
行
な
って
い
ま
す
。ま
た
、町
内
に
在
る「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

花
し
ょ
う
ぶ
」の
行
事（
お
花
見
、運
動
会
等
）に
町
内
の
高
齢
者

が
参
加
し
た
り
、町
内
の
行
事（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、左
義
長
）に
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
が
参
加
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

小
さ
い
な
が
ら
も
互
い
を
思
い
や
る
温
か
な
地
域
で
あ
る
と
感
じ

ま
す
。町
内
の
多
様
な
行
事
に
参
加
し
交
流
す
る
こ
と
が
健
康
維

持
に
つ
な
が
って
い
る
と
同
時
に
、地
域
の
絆
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
を
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で

ほ
し
い
と
願
い
、今
年
か
ら「
寺
畠
の
未
来
を
考
え
る
若
者
の
会
」

を
結
成
し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

町
内
行
事
の
さ
ら
な
る
活
性
化
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和元年度 能美市社会福祉協議会 会員会費募集状況（令和元年11月15日現在）

正会員 個人会員 （1,000円） 900名 900,000　円
 組織・団体・法人会員 （5,000円） 84社 420,000　円
賛助会員 個人会員 （300円以上） 3,847名 1,975,500　円
 団体・企業会員 （3,000円以上） 242社 874,000　円
   合計 4,169,500　円

ありがとう
ございました !!

組織・団体・企業からの会費納入一覧（敬称略） ※ほほえみ57号の折込みチラシ記載以降の納入分（令和元年11月15日現在）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※引き続き12月31日まで受け付けます。ご協力お願いします。

正会員
根上地区　大浜町　　㈲カナン 大成町　　㈱石川金物／（社福）泰耀 浜開発町　㈲北國新聞根上南部販売所
　　　　　福岡町　　㈱オカザキ 山口町　　のみトラベル㈱
寺井地区　粟生町　　㈱髙木組 大長野町　㈱ヴァケーション能美支店 三道山町　開花亭
　　　　　東任田町　SSK管理システム㈱
辰口地区　上清水町　田中建設㈱ 緑が丘　　シィ・エス㈱
団　　体　能美市商工会

賛助会員
根上地区　五間堂町　　㈲角谷建設 　　　　　　下ノ江町　金田繊維㈱／㈱村　　　　　　　道林町　㈱コマツインターリンク
　　　　　中町　　　　星山染撚㈱／前多工業㈱／㈱マエダ自動車／㈲丸善商会／山本司法書士事務所
　　　　　浜開発町　　㈱関鉄工所／ニシダデンキ／法泉寺　　　　　山口町　㈱日本海開発／福井倉庫㈱根上営業所
　　　　　吉原釜屋町　積水樹脂㈱
寺井地区　粟生町　　　能美農業協同組合／㈱そうごう　　　　　泉台町　伴石材店　　　　　三道山町　福島歯科医院
　　　　　寺井町　　　岡田商会／㈲トリ井酒店 酒のジョニー店　　　　　　東任田町　シオムラ灯油サービス
辰口地区　岩内町　　　㈲谷田設備　　　　　　徳久町　　御菓子處たなか／㈱山本組　　　鍋谷町　　イシタ㈲／谷田木材
　　　　　三ツ口町　　㈲辰建　　　　　　　　宮竹町　　（農）木津農園／㈲手取鉄筋工業／㈱宮本酒造店
能美市外　金沢市　　　㈱石川コンピュータ・センター　　　 　　大阪府　住友三井オートサービス㈱
団　　体　粟生健康マージャンクラブ

地域のつながりを確認することができまし
た。 また、若い世代をまきこむ工夫も話し合
いました。 上清水町：石田町会長

マップづくりから地域の状況がわかり、ご近
所同士の助け合いが必要だと感じました。
 小杉町：杉本民生委員・児童委員
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相談日のお知らせ
● 弁護士無料法律相談　 要予約 　
 13時30分～15時30分

相談日 開催場所
12月12日㈭、24日㈫
 1月 8日㈬、21日㈫
 2月13日㈭、26日㈬

ふれあいプラザ

（令和元年12月～令和2年2月分） 気軽にお問い
合わせ下さい！

● 行政書士無料相談　 要予約 　
 13時30分～15時30分

相談日 開催場所

 1月16日㈭ ふれあいプラザ

※弁護士無料法律相談・行政書士無料相談については、時間は
　一人およそ30分、1日4名迄です。（問合せ☎58－6603） 

● 行政書士無料特別講習会　13時30分～15時30分
相談日 開催場所 テーマ

12月19日㈭ ふれあいプラザ 「任意後見制度ってなんだろう」
元気なうちにできる自分のくらしの準備を学びませんか。

※講習会後に、テーマに基づいた個別相談も開催します。（問合せ☎58－6603）  

● ほっとあんしんサロン　13時30分～15時30分
開催日 開催場所 問合せ

12月11日㈬
 1月 8日㈬
 2月26日㈬

ふれあいプラザ （☎58－6200）

※高齢期を迎えての健康や、暮らし方の不安、また介護をしていての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いませんか。
「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお待ちしています。どなたでも、お気軽にご参加下さい。

● 心配ごと相談　13時30分～15時30分
地区 開催日 開催場所 問合せ

根上地区 毎月25日 根上窓口センター
（☎58－6603）寺井地区 毎月 5日 ふれあいプラザ

辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館
※根上地区　1月の開催日は24日㈮となります。寺井地区　1月の開催日は6日㈪となります。

● 親子サロン 9時30分～13時30分（問合せ☎58－6200）  　
地区 開催日 開催場所 対象

根上地区 水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
未就園児と
そのご家族寺井地区 木曜日 粟生コミュニティセンター

辰口地区 火曜日 岩内コミュニティセンター
※お休み　根上地区：1月1日、29日　　寺井地区：1月2日、30日　　辰口地区：12月31日、2月11日　　※5週目はお休みになります。

これからの予定 令和元年12月～令和2年2月

12月1日㈰～12月31日㈫

12月6日㈮～12月8日㈰

共同募金 地域歳末たすけあい運動開始
（能美市共同募金委員会）
歳末助け合い入札展（寺井地区公民館）

この入札展の収益金は、「地域歳末たすけあい募金」として、
能美市共同募金委員会に寄付されます。

皆様、お誘い合わせの上、一人でも多くの方の
ご来場をお待ちしています。

12月18日㈬ 第62回 理事会（ふれあいプラザ）
12月21日㈯ 絵本カフェ（ふれあいプラザ）
1月26日㈰ 地域福祉セミナー（寺井地区公民館）

2月22日㈯～3月1日㈰ 春まちぽかぽかプロジェクト

ありがとうございました
・岡田商会（寺井町）タオル一式
・本多 真哉（小長野町） ・今立 ツヤ子（吉光町）
・向井 真一（石子町）

令和元年
8月20日～11月20日寄付御礼

（敬称略）

新規職員紹介（令和元年11月1日付採用）
寺井あんしん相談センター
元谷　一秀 （介護支援専門員）
もとたに かずひで

まだまだできることは少ないです
が、毎日一つ一つできることを増
やしながら笑顔で頑張ります。

能美市ジュニアボランティアクラブ
活動開始

コース②「特別養護老人ホーム 湯寿園」での活動体験（11/16）7組15名参加

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、
G-Hills（ジーヒルズ）に収集ボックスを設置しています。

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告

情報

　11月9日（土）能美市ふれあいプラザにて、能美市ジュニアボラ
ンティアクラブの開講式を行いました。今年度は市内小学生の親子
20名の申し込みがありました。市ボランティア連絡協議会 会長 田
中玉美から、ボランティアの大切さや楽しさ、体験に向けての心構
えを学び、施設体験をスタートさせました。

報告

　湯寿園の利用者と魚釣りゲームを通して和やかに交流し
ました。利用者から参加者に声をかける姿が見られ、お年
寄りの温かさを感じる場となりました。
◎参加者の感想
『お年寄りと楽しく触れ合えてよかった。お年寄りはやさ
しいと思いました。』（寺井小学校　3年　道下　ゆき）

コース①「チーム20 車いす体験・アイマスク体験」6組14名参加
◎参加者の感想
『障がいの人は不便なことがいろいろあると分かった。これからは障がい者や高齢者のために、今日
知ったことをしようと思った。』（宮竹小学校　4年　村井田　心梓）

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき
誠にありがとうございます。

プルタブ以外にも、エコキャップ、ベルマーク、古切手、使用済み
インクカートリッジ等も集めています。ご協力お願いします。

R1.7月～ R1.11月の期間、プルタブの収集にご協力下さった方々を一部紹介します。

寿保育園 1.2kg、宮竹保育園 6.9kg、大釜屋保育園 2.8kg、長野保育園 4.5kg、
宮竹小学校 19kg （敬称略・順不動）

皆さん！ こちらへ

ジュニアボランティアクラブ日程表
活動月日コース 施設・会場 協力ボランティア団体名 時間 ボランティア内容

11月23日
（土）

14：00～
　　15：00

特別養護老人ホーム
ボニュール根上苑

ボランティア
ほおずき

レクリエーションを
一緒にしよう

12月7日
（土）

③

④ 障がい者週間記念行事
「ぼくらの街フェスin能美」

12：00～
　　13：30

根上総合文化会館
募金活動や運営の
お手伝いをしてみよう

13：45～
　　15：00

ボランティア体験を
ふり返ろう
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相談日のお知らせ
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 13時30分～15時30分
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寺井あんしん相談センター
元谷　一秀 （介護支援専門員）
もとたに かずひで

まだまだできることは少ないです
が、毎日一つ一つできることを増
やしながら笑顔で頑張ります。

能美市ジュニアボランティアクラブ
活動開始

コース②「特別養護老人ホーム 湯寿園」での活動体験（11/16）7組15名参加

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、
G-Hills（ジーヒルズ）に収集ボックスを設置しています。
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　11月9日（土）能美市ふれあいプラザにて、能美市ジュニアボラ
ンティアクラブの開講式を行いました。今年度は市内小学生の親子
20名の申し込みがありました。市ボランティア連絡協議会 会長 田
中玉美から、ボランティアの大切さや楽しさ、体験に向けての心構
えを学び、施設体験をスタートさせました。
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　湯寿園の利用者と魚釣りゲームを通して和やかに交流し
ました。利用者から参加者に声をかける姿が見られ、お年
寄りの温かさを感じる場となりました。
◎参加者の感想
『お年寄りと楽しく触れ合えてよかった。お年寄りはやさ
しいと思いました。』（寺井小学校　3年　道下　ゆき）
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◎参加者の感想
『障がいの人は不便なことがいろいろあると分かった。これからは障がい者や高齢者のために、今日
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いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき
誠にありがとうございます。

プルタブ以外にも、エコキャップ、ベルマーク、古切手、使用済み
インクカートリッジ等も集めています。ご協力お願いします。

R1.7月～ R1.11月の期間、プルタブの収集にご協力下さった方々を一部紹介します。

寿保育園 1.2kg、宮竹保育園 6.9kg、大釜屋保育園 2.8kg、長野保育園 4.5kg、
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社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和元年12月1日発行

 2P 石川県社会福祉大会／
  ［春まちぽかぽかプロジェクト］フォト・作文を募集します！
 3P 白寿会館紹介／絵本カフェ開催／
  全国民生委員児童委員連合会会長表彰受賞
 4P ヒント探し講座【入門編・実践編】閉講
 5P 地域福祉委員会特集／会員会費御礼・報告
 6P 相談日のお知らせ／これからの予定／
  寄付御礼／新規職員紹介
 7～8P 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

　7月7日（日）、根上総合文化会館円形ホールにおいて、“第15
回能美市ふれあい福祉交流会”が行われました。地域で暮らす
方々がハンディキャップの有無に関わらず、レクリエーションや
スポーツを通して、ふれあいを感じながら交流をする場として

毎年実施しています。当日は会話を楽し
み、お互いに理解しながら、絆をつなぐ
ことができました。ご参加いただきまし
た各種団体、事業所の皆様、ご寄付を
いただきました能美ロータリークラブ様
に御礼申し上げますとともに、ボランテ
ィアのご協力に感謝いたします。

実行委員長　荒田 正信

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。

目次

視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第58号
ボランティアは、地域に暮らす一員として、できることをできるだけ行ないたいものです！
こちらからは能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

通称：「ボランティアセンター」だより
こちら側からの２ページは、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ ファミリー・サポート・センター （☎ 0761－58－6230　FAX 0761－58－6250）
◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://nomi-vc.net

災害ボランティアセンター運営　研修会
～体制整備と立ち上げ運営訓練　職員及び関係者向け研修会～報告

最新ボランティア登録数（R1.11.1 現在）3,710人（個人も含め）99グループ

【9/19・10/17・11/5・11/16 全4回】

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

共同募金運動にご協力をお願いします！！共同募金運動にご協力をお願いします！！
赤い羽根共同募金運動 実施期間 10 月 1日～ 12月 31日まで
地域歳末たすけあい運動 実施期間 12 月 1日～ 12月 31日まで

　【赤い羽根共同募金運動】が、10月1日から全国一斉にスタ
ートしています。共同募金のメインテーマは『じぶんの町をよく
するしくみ』です。また、12月1日か
ら31日までの期間、【地域歳末た
すけあい運動】が展開されます。
新たな年を迎える年末の時期に、
誰もが孤立することなく、安心し
て暮らすことができる福祉のまち
づくりへの幅広い理解と参加を図
るものです。皆様のご理解と、ご
協力をお願いいたします。

　災害時に市の要請を受けて社会福祉協議会が立ち上げる災害ボランティアセンターの役割や運営のポイントについて、職
員及び能美市民防災ネットワークの委員が研修を行いました。
　災害ボランティアセンターは、被災者からのニーズに応じて、集まったボランティアが効率的に活動できるように、①被災地
でのニーズの把握、②ボランティアの受け入れ、③ボランティア活動のコーディネートや
取りまとめなどを行います。
　研修は、市防災計画の読み合わせから始まり、運営体制や運営マニュアル等の
確認を行い、最終回の11月16日（土）には、一般社団法人石川県災害ボランティア
協会の協力を得て、実際の災害ボランティアセンター運営のシュミレーション訓練を
行いました。
　訓練では、運営をスムーズに行うためにも平常時からの職員間および関係機関と
の連携の大切さと、社協だからできる支援の在り方について確認しました。

　全国各地で台風や豪雨による自然災害が頻繁に発生し、ボランティアによる活動が、被災地の復旧・復興の大きな力と
なっています！
　被災地支援のボランティア活動は、支援を求める方々のニーズと支援をしたいという多くの皆さんの熱い思いがつながるも
のです。この互いの思いがすれ違うことがないよう、ボランティア活動を希望される方は、特に次の点にご留意ください。

★ 災害ボランティア活動を希望されるみなさんへ ★

●十分な準備
災害によって活動時に
必要な服装が違います
ので、十分な準備をお
願いします。飲料水や
食事、宿泊は自分で用
意します。

●正しい情報入手
被災地の状況や道路状況
等については、事前に的確
な情報を入手してください。

●支援物資は必要
支援物資は、現地で必要と
されている場合のみ送付し
てください。

●ボランティア保険
被災地入りする前に、地元
の社会福祉協議会で加入
してください。

●識別できる服装
ボランティア活動中である
ことが識別できるようにす
ることが大切です。

●募金の大切な支援
被災地で活動
するだけでな
く、募金も大切
な支援の一つ
となります。

̶ 水害時の参考例 ̶
「水害ボランティア作業マニュアル」
（日本財団、レスキューストックヤード発行）

社会福祉法人 全国社会福祉協議会　
地域福祉部／全国ボランティア・市民活動振興センター
ホームページより

ありがとう

助成を受けています
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